
政
府
は
、
今
年
10
月
に
消
費
税

率
を
10
％
へ
引
き
上
げ
る
と
表

明
し
た
。
２
０
１
４
年
４
月
の
消
費
税

８
％
へ
の
増
税
時
に
は
、
日
本
経
済
が

想
定
以
上
に
大
き
く
落
ち
込
み
、
今
な

お
回
復
の
兆
し
は
見
え
て
い
な
い
。
長

引
く
消
費
の
低
迷
な
ど
を
理
由
に
、
増

税
は
過
去
２
度
に
わ
た
り
延
期
さ
れ
て

き
た
。
８
％
へ
の
増
税
時
は
、
８
兆
円

の
国
民
負
担
、
10
％
へ
の
増
税
時
は
、

５
兆
円
も
の
負
担
が
試
算
さ
れ
、
町
民

の
暮
ら
し
を
直
撃
す
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
地
方
財
政
に
と

っ
て
も
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

町
民
の
生
活
を
直
撃
す
る
消
費
税
の
増

税
に
よ
る
町
民
負
担
や
町
財
政
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
伺
う
。　
　
　

(1)
町
の
歳
入
歳
出
へ
の
影
響
額
は
。

(2)
上
下
水
道
な
ど
の
町
の
公
共
料
金
の

引
上
げ
に
よ
る
町
民
負
担
の
影
響
額

は
。
ま
た
、
引
上
げ
を
行
わ
な
い
よ
う

町
独
自
の
手
だ
て
を
講
ず
る
べ
き
で
は
。

(3)
町
の
指
定
管
理
料
に
消
費
税
が
上
乗

せ
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
想
定
額
は
。

(4)
景
気
悪
化
を
招
く
消
費
税
増
税
は
、

中
止
す
べ
き
だ
と
国
に
求
め
る
こ
と
は
。

(1)
歳
出
へ
の
影
響
は
、
需
用

費
や
役
務
費
、
委
託
料
な
ど
の
物
件
費
、

維
持
補
修
費
、
普
通
建
設
事
業
な
ど
の

経
費
が
消
費
税
の
課
税
対
象
と
な
り
増

額
と
な
る
。
平
成
31
年
度
当
初
予
算
で

は
、
10
月
か
ら
の
増
税
分
を
見
込
ん
で

計
上
し
た
。
影
響
額
は
、
一
般
会
計
で

２
９
６
３
万
４
千
円
、
特
別
会
計
と
水

道
会
計
の
８
会
計
で
７
７
５
万
２
千

円
、
合
計
額
は
３
７
３
８
万
６
千
円
の

増
額
と
な
る
。
歳
入
へ
の
影
響
で
は
、

地
方
消
費
税
率
が
現
行
の
１
・
７
％
か

ら
２
・
２
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
31
年

度
予
算
で
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の

う
ち
、
社
会
保
障
財
源
化
分
が
６
千
万

円
増
額
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
地
方

交
付
税
で
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の

増
加
分
の
全
額
が
基
準
財
政
収
入
額
に

算
入
さ
れ
、
６
千
万
円
の
減
額
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
消
費
税
増
税
に
伴
い
、

基
準
財
政
需
要
額
に
お
け
る
単
位
費
用

な
ど
の
増
額
も
考
え
ら
れ
、
31
年
度
の

普
通
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計
画
に
鑑

み
、
前
年
度
決
定
額
に
対
し
て
０
・
６

％
の
増
で
計
上
し
て
い
る
。

(2)
上
下
水
道
に
関
わ
る
特
別
会
計
お
よ

び
企
業
会
計
で
は
、
消
費
税
増
税
に
伴

う
使
用
料
の
引
上
げ
を
見
込
ん
で
い
な

い
こ
と
か
ら
、
町
民
負
担
の
影
響
は
な

い
状
況
。
使
用
料
の
消
費
税
は
内
税
方

式
で
、
消
費
税
増
税
が
実
質
収
入
の
減

額
と
な
る
。
一
方
で
支
出
に
必
要
な
消

費
税
は
増
額
と
な
り
、
各
会
計
の
収
支

に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
見
込
ま
れ
る
。

町
独
自
の
手
だ
て
に
つ
い
て
は
、
本
来
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
収
入
を
も
っ
て
そ
の

経
費
を
賄
う
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
使

用
料
で
あ
る
受
益
者
負
担
と
公
費
負
担

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
適
正
に

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(3)
指
定
管
理
に
よ
る
管
理
施
設
は
、
ア

ル
コ
２
３
６
、
道
の
駅
・
忠
類
、
百
年

記
念
ホ
ー
ル
、
忠
類
歯
科
診
療
所
、
平

成
31
年
度
か
ら
開
始
予
定
の
札
内
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
６
施
設
。
31
年
度
の
指

定
管
理
料
に
お
け
る
増
税
後
の
消
費
税

想
定
額
は
、
ア
ル
コ
２
３
６
と
道
の
駅
・

忠
類
で
30
万
円
、
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で

67
万
３
千
円
、
忠
類
歯
科
診
療
所
で

12
万
４
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
る
見

込
み
。
ま
た
、
札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

は
、
42
万
８
千
円
の
増
と
な
り
、
指
定

管
理
施
設
全
体
で
１
５
２
万
５
千
円
の

増
と
な
る
見
込
み
。

(4)
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
に
向

け
、
少
子
化
対
策
や
社
会
保
障
の
安
定

財
源
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
も
の

で
、
受
益
と
負
担
の
均
衡
が
と
れ
た
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
確
立
し
て

い
く
た
め
に
、
避
け
て
通
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
消
費
税
増

税
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
増

税
を
中
止
す
る
こ
と
は
返
っ
て
混
乱
を

も
た
ら
し
、
現
実
的
な
対
応
と
は
思
わ

れ
な
い
。
安
定
し
た
地
方
財
政
基
盤
の

確
立
の
た
め
に
は
、
社
会
保
障
制
度
改

革
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
地
方
負
担
に

つ
い
て
、
そ
の
財
源
を
確
実
に
措
置
す

る
よ
う
、
町
村
会
な
ど
を
通
じ
て
国
に

対
し
強
く
働
き
か
け
た
い
。

答問
上
下
水
道
使
用
料
の
引
上
げ
予
定
は
な
い
が
、
町
の

各
会
計
収
支
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
見
込
ま
れ
る

消
費
税
増
税
に
よ
る
町
財
政
へ
の
影
響
と
町
民
負

担
へ
の
対
応
は
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荒　　貴賀 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

町
　
長


